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 ガーゼサンプル採取の対象者は 15名であり、平均年齢 71.2歳±16.5（36歳～92歳）、
男性 9名、Body Mass Indexは 18.5以上 25未満が 7名と最も多く、日常生活自立度は
C2が 6名であり、有効な荷重部の除圧ができない対象者が 14名であった。 
 ガーゼサンプルは 21 創面から採取し、発生部位は仙骨が最も多く 8 創面であり、深達






















































 粗大顆粒状形態の肉眼的増減と HA量の増減は同様に変化していた。 
 摩擦性所見の創面において、HA分解活性が高く、SHAP-HA複合体量が多かった。 










博士後期課程学位審査委員会として選出、承認された。平成 27年 1月 30日に
博士学位請求論文を審査委員会は受理し、各委員は精読の上、愛知県立大学大
学院看護学研究科学位審査規程第 13 条および愛知県立大学大学院看護学研究
科博士後期課程の学位に関する内規 14条と 16条に基づき論文審査を 2月 4日
に約 1時間行った。副論文として「組織水分調節にかかわる細胞外マトリック
ス分子であるヒアルロン酸の褥瘡における挙動」日本褥瘡学会誌（2011）13
巻 2号 150-156と「Location-dependent depth and undermining formation of 
pressure ulcers」J. Tissue Viability.（2013）22巻 63-67の 2報を確認した。
その後、愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規 17
条に基づき口頭発表および口述試験の最終試験を公開で 2 月 18 日に約 1 時間
行った。論文審査および最終試験の結果をもって 2月 18日に博士(看護学)学位
を授与するに適格かどうかの判定を行った。 
 
【論文審査及び最終試験の結果】 
 褥瘡は、慢性潰瘍の代表的な疾患であり、高齢化が進む中で介護施設及び在
宅での発症は増加傾向にある。重症化して表皮および真皮の一部を壊死で失っ
た深い褥瘡の場合、その治癒は線維芽細胞増殖による肉芽組織の再生が最も重
要な要因となる。良好な肉芽組織が出来て、潰瘍周囲からの上皮の増殖が起こ
り、治癒に向かうことになる。ただ、肉芽再生当初には、炎症反応を伴うが、
化学反応ゆえに水が必要で浮腫が誘引され、結果として浮腫性の肉芽組織なる。
既存の評価ツールでは、肉芽組織の目視だけで順調に治癒に移行しているか判
断することは難しく、経時的に肉芽組織を観察することが必要になり、看護ケ
アが後手に回ることになりかねない。論文提出者は肉芽の再生が良好かどうか
的確に判断するためのマーカーとして、滲出液中のヒアルロン酸とヒアルロニ
ダーゼおよび SHAP-HA複合体に注目した。通常の創傷治癒は、組織損傷後、
ヒアルロン酸合成活性が上昇し、その後、過剰のヒアルロン酸はヒアルロニダ
ーゼにより分解され、元の結合組織が再生される。さらに、分解で生じた低分
子ヒアルロン酸は血管誘導能を持ち組織の仕上げには重要な因子となる。初期
の段階で炎症反応が起こるが、その際には、ヒアルロン酸に血清成分のインタ
ーαトリプシンインヒビターの長鎖タンパク質がヒアルロン酸と共有結合した
SHAP-HA複合体が形成される。この分子はヒアルロン酸の線維化を促し、リ
ンパ球の足場となり炎症反応の良いマーカーになる。褥瘡治癒過程に置いて、
ヒアルロニダーゼ活性と SHAP-HA複合体に注目した研究は今まで無く、新規
性および独創的な視点であり、研究目的に対して適切な研究方法であると審査
委員会では判断した。褥瘡創面からのターゲット分子のサンプリングに処置ガ
ーゼ、拭き取りガーゼ、拭き取り綿棒を用い、各採取方法の分析可能分子種お
よび量的限界を明確にしたことは、看護ケアのアセスメントにつながる基礎的
なデータとして、発展的ではあるが看護学領域の研究としての価値を持つと判
断した。 
 研究結果として、ガーゼサンプルにおいて良好肉芽組織と比較して浮腫性肉
芽組織では中性領域に至適 pH をもつヒアルロニダーゼ活性が低下しているこ
と、さらに SHAP-HA複合体が検出されることを明らかにした。浮腫になった
肉芽は組織強度が弱いと考えられ、皮膚のたるみによる組織同士の接触や衣
服・ベッドなどとの接触や圧迫・ズレにより摩擦性の肉芽に変化しやすい。摩
擦性肉芽組織に変化した場合には治癒は難しく、もう一度浮腫性に戻り、良性
肉芽組織へと移行する必要がある。その浮腫から摩擦に移行する際、ガーゼサ
ンプルでヒアルロニダーゼ（中性）活性が上昇することが判明したが、良好肉
芽組織になる際も上昇することから、マーカーとしては不十分であった。しか
し、論文提出者は、同時に採取した綿棒サンプルで SHAP-HA複合体が上昇す
ると摩擦性肉芽組織になることを発見した。それには多くのサンプルを詳細に
分析する必要があり、その努力と価値を審査委員会は認めた。肉芽の肉眼観察
として、浮腫性と摩擦性の判断には経験を要する上に、相互間の移行に関して
は、その場での判断は不可能である。その意味で、取り扱いやすいガーゼサン
プルでの 1段目のスクリーニングと 2段目の綿棒による確定は、看護アセスメ
ントにとって、重要なマーカーの発見といえると審査委員会は判断した。また。
提出された論文は、背景、結果および考察において、余分なデータ記載がある
ものの、形式が適切であると判断した。 
 最終試験の口述試験については、発表は論理的に構成され分かりやすく、質
問に対してあらゆる可能性を見据えて的確に答えようとしていた。ただ、論点
を逃がしているところも有り今後の課題であるが、経験を積むことで解消する
と判断した。分子の定量化など今後の課題も含めて、十分な理解を確認するこ
とが出来た。また、将来の研究展開としてのキット化やアセスメントツールマ
ーカーの確立についても、今回の研究を基礎にしたものであると判断でき、看
護研究として発展性も含めて期待できるものであった。 
 本学位審査委員会は、提出された学位請求論文が博士の学位を授与されるに
値するものであり、かつ最終試験の結果から論文提出者の高橋氏が褥瘡に関す
る看護専門領域において十分な学識と研究者としての能力を有するものである
と確認したので、博士（看護学）学位を授与するに適格であると全員一致で判
断した。 
 
